
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 福岡医健・スポーツ専門学校 
設置者名 学校法人滋慶文化学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

柔道整復科 夜 ・

通信 
1,996 240  

柔道整復科 
夜 ・

通信 
1,996 135  

救急救命公務員科 
夜 ・

通信 
1,605 240  

鍼灸科 
夜 ・

通信 
1,935 240  

理学療法科 
夜 ・

通信 
3,300 320  

作業療法科 
夜 ・

通信 
2,010 320  

薬業科 
夜 ・

通信 
930 160  

歯科衛生士科 
夜 ・

通信 
900 240  

看護科 
夜 ・

通信 
1,650 240  

文化・教養専門課程 スポーツ科学科 
夜 ・

通信 
1,035 160  

商業実務専門課程 医療事務ビジネス科 
夜 ・

通信 
1,050 160  

（備考）柔道整復科夜間は２０１８年度生より募集停止 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
学校ホームページに掲載 

https://www.iken.ac.jp/school/public_info/index.html#shoolinfo02 

 



  

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 福岡医健・スポーツ専門学校 
設置者名 学校法人滋慶文化学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校ホームページに掲載  

https://www.iken.ac.jp/school/public_info/index.html#shoolinfo03 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
キャリア教育関連団体 
代表理事 

令和元年６

月１日～令

和３年５月

２９日 

学校運営に関する情

報収集 

非常勤 他の学校法人 常務理事 

令和元年６

月１日～令

和３年５月

２９日 

組織運営体制への 

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 福岡医健・スポーツ専門学校 
設置者名 学校法人滋慶文化学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリキュラムポ

リシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催される教育課

程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員による実習巡回

等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的と到達目標を設定

し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２月末までに作成され、

学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて担当教員より説明・周知

している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、総時間、年次、開講区分、

授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/時間外学習、評価方法、受講生

へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されている。また、実務経験のある教員に

よる授業については、その実務経験の内容とそれを活用した教育内容についても記載し

ている。 

授業計画書の公表方法 

学校ホームページに掲載 

https://www.iken.ac.jp/school/public_info/ind

ex.html#shoolinfo02 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科

目について出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総

合的に勘案し、４段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合

格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０

点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合があ

る。①履修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。

②平常授業内での課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

このことは、ホームページで公開すると共に、学生便覧に掲載し入学時の新

入生オリエンテーションにて周知している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

４段階評価に加え、ＧＰＡ制度による成績評価も行っている。評価対象となる科目は、

基本的には通常授業科目で、かつ試験等で点数評価をされる科目。対象とならない科目

は、特別教育分野の科目で、点数評価ではなく単位認定のみされる科目、例えば「海外

実学研修」など。 

 

評価分布の判断は「ＧＰＡ」制度を活用し、実施する。 

 点数１００～９０点：Ａ評価（ＧＰ４．０）合格 

 点数８９～８０点 ：Ｂ評価（ＧＰ３．０）合格 

 点数７９～７０点 ：Ｃ評価（ＧＰ２．０）合格 

 点数６９～６０点 ：Ｄ評価（ＧＰ１．０）合格 

 点数５９～ ０点 ：Ｆ評価（ＧＰ０．０）不合格 

 ※出席率６６．７％以上 

 

ＧＰＡとは、当該科目の５段階評価を４．０～０までの点数（ＧＰ）に置き換え、単位

数をかけ、その総和を履修登録単位数の合計で割った平均値であり、この数値で成績の

分布状況（順位）を把握している。 

 

このＧＰＡ制度による評価はホームページで公表すると共に、学生便覧に掲載し入学時

の新入生オリエンテーションにて周知している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生便覧に記載 

学校ホームページに掲載 

https://www.iken.ac.jp/school/public_info/index.html

#shoolinfo02 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

１．スポーツ科学科、医療事務ビジネス科、薬業科 

 １年次の合計修得単位が５７単位以上の者は進級することができる。また、２年次ま

での合計修得単位が１１４単位以上の者は、卒業することができる。 

 

２．柔道整復科、鍼灸科、救急救命公務員科、歯科衛生士科、看護科、理学療法科、 

作業療法科 

 当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目が１科目以

上あれば、進級・卒業できない。また、履修すべき学科目のいずれかについて、出席回

数が総授業回数の３分の２未満の者は進級・卒業できない。 

 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名した

者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

 

このことは、ホームページで公表すると共に、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学生便覧に記載 

学校ホームページに掲載 

https://www.iken.ac.jp/school/public_info/ind

ex.html#shoolinfo02 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 福岡医健・スポーツ専門学校 
設置者名 学校法人滋慶文化学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
学校ホームページに掲載 
https://www.iken.ac.jp/school/public_info/index.html#shoolinfo08 

収支計算書又は損益

計算書 
学校ホームページに掲載 
https://www.iken.ac.jp/school/public_info/index.html#shoolinfo08 

財産目録 
学校ホームページに掲載 
https://www.iken.ac.jp/school/public_info/index.html#shoolinfo08 

事業報告書 個別請求にて公開 電話にて請求 092-262-2119 
監事による監査報告

（書） 
学校ホームページに掲載 
https://www.iken.ac.jp/school/public_info/index.html#shoolinfo08 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 柔道整復科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

 昼 2,912 

単位時間／単位 

２０４２

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

１８０ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

６９０ 

単位時間

/単位 

２，９１２単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

270人 187人 0人 8人 19人 27人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４



  

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目が

１科目以上あれば、進級・卒業できない。また、履修すべき学科目のいずれかについ

て、出席回数が総授業回数の３分の２未満の者は進級・卒業できない。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し 

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 48人 

（100％） 

16人 

（33.3％） 

28人 

（58.3％） 

4人 

（8.3％） 

（主な就職、業界等） 

 整骨院 鍼灸整骨院 整形外科 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

柔道整復師 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  162 人 9人  5.6％ 



  

（中途退学の主な理由） 

 学力不足 進路変更 目的意識喪失 人間関係 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 柔道整復科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 夜 2,912 

単位時間／単位 

2042 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

180 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

690 

単位時間

/単位 

2,912単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

30人 10人 0人 8人 5人 13人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要）当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目が

１科目以上あれば、進級・卒業できない。また、履修すべき学科目のいずれかについ

て、出席回数が総授業回数の３分の２未満の者は進級・卒業できない。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し 

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 9人 

（100％） 

2人 

（22.2％） 

7人 

（77.8％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

整骨院 鍼灸整骨院 整形外科 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 柔道整復師 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  22 人 3人  13.6％ 

（中途退学の主な理由） 

  学力不足 目的意識喪失 等 



  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 救急救命公務員科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 昼 2,700 

単位時間／単位 

810 

単位時間

/単位 

1,005 

単位時間

/単位 

1,125 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,940単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

135人 75人 0人 3人 15人 18人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 



  

（概要）当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目が

１科目以上あれば、進級・卒業できない。また、履修すべき学科目のいずれかについ

て、出席回数が総授業回数の３分の２未満の者は進級・卒業できない。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し 

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 24人 

（100％） 

8人 

（33.3％） 

12人 

（50％） 

4人 

（16.7％） 

（主な就職、業界等） 

 消防、警察、海上保安庁、自衛隊、病院 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 救急救命士 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  71 人 8人  11.3％ 

（中途退学の主な理由） 

 学力不足 進路変更 目的意識喪失 人間関係 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、



  

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 鍼灸科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 昼 2,685 

単位時間／単位 

2,055 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

180 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

450 

単位時間

/単位 

2,685単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

180人 140人 1人 7人 27人 34人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目が

１科目以上あれば、進級・卒業できない。また、履修すべき学科目のいずれかについ

て、出席回数が総授業回数の３分の２未満の者は進級・卒業できない。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し 

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 



  

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 28人 

（100％） 

0人 

（0％） 

18人 

（64.3％） 

10人 

（35.7％） 

（主な就職、業界等） 

 鍼灸院 鍼灸整骨院 整骨院 クリニック 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 はり師・きゅう師 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  122 人 5人  4.1％ 

（中途退学の主な理由） 

 学力不足 進路変更 目的意識喪失 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 理学療法科  ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 

 

 昼 3,750 

単位時間／単位 

1,380 

単位時間

/単位 

990 

単位時間

/単位 

1,380 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3,750単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

320人 302人 0人 9人 22人 31人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目が

１科目以上あれば、進級・卒業できない。また、履修すべき学科目のいずれかについ

て、出席回数が総授業回数の３分の２未満の者は進級・卒業できない。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し 

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 65人 

（100％） 

0人 

（0％） 

49人 

（75.4％） 

16人 

（24.6％） 

（主な就職、業界等） 

 病院 クリニック 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 理学療法士 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  304 人 22人  7.2％ 

（中途退学の主な理由） 

 学力不足 進路変更 目的意識喪失 人間関係 経済的理由 体調不良 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 作業療法科  ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 

 

 昼 

3,585 

単位時間／単位 

1,260 

単位時間

/単位 

960 

単位時間

/単位 

1,365 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 



  

3,585単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 91人 0人 7人 26人 33人 

 

 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目が

１科目以上あれば、進級・卒業できない。また、履修すべき学科目のいずれかについ

て、出席回数が総授業回数の３分の２未満の者は進級・卒業できない。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し 

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  



  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 20人 

（100％） 

0人 

（0％） 

17人 

（85％） 

3人 

（15％） 

（主な就職、業界等） 

 病院 クリニック 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 作業療法士 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  105 人 9人  8.6％ 

（中途退学の主な理由） 

 学力不足 進路変更 目的意識喪失 人間関係 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 薬業科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 1,700 

単位時間／単位 

1,680 

単位時間

/単位 

825 

単位時間

/単位 

1,470 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3,975単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 68人 0人 2人 12人 14人 



  

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１年次の合計修得単位が５７単位以上の者は進級することができる。また、２年次ま

での合計修得単位が１１４単位以上の者は、卒業することができる。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 31人 

（100％） 

0人 

（0％） 

31人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

 ドラッグストア 調剤薬局 化粧品メーカー 等 



  

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

登録販売者 ヘルスケアアドバイザー 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  60 人 3人  5.0％ 

（中途退学の主な理由） 

 目的意識喪失 人間関係 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 歯科衛生士科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 昼 2,670 

単位時間／単位 

1,155 

単位時間

/単位 

1,035 

単位時間

/単位 

990 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3,180単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 108人 1人 4人 38人 42人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２



  

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目が

１科目以上あれば、進級・卒業できない。また、履修すべき学科目のいずれかについ

て、出席回数が総授業回数の３分の２未満の者は進級・卒業できない。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し 

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 41人 

（100％） 

0人 

（0％） 

38人 

（92.7％） 

3人 

（7.3％） 

（主な就職、業界等） 

 歯科クリニック 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 歯科衛生士 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  113 人 5人  4.4％ 

（中途退学の主な理由） 

 学力不足 進路変更 目的意識喪失 人間関係 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 看護科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 昼 3,030 

単位時間／単位 

870 

単位時間

/単位 

1,125 

単位時間

/単位 

1,035 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3,030単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 127人 0人 9人 31人 40人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 



  

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目が

１科目以上あれば、進級・卒業できない。また、履修すべき学科目のいずれかについ

て、出席回数が総授業回数の３分の２未満の者は進級・卒業できない。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し 

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 33人 

（100％） 

0人 

（0％） 

33人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

病院 クリニック 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 看護師 

（備考）（任意記載事項） 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  119 人 2人  1.7％ 

（中途退学の主な理由） 

 学力不足 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 
スポーツ科学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 昼 1,700 

単位時間／単位 

630 

単位時間

/単位 

1,185 

単位時間

/単位 

600 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,415単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 132人 0人 5人 61人 66人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 



  

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１年次の合計修得単位が５７単位以上の者は進級することができる。また、２年次ま

での合計修得単位が１１４単位以上の者は、卒業することができる。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 60人 

（100％） 

10人 

（16.7％） 

40人 

（66.6％） 

10人 

（16.7％） 

（主な就職、業界等） 

 スポーツクラブ、クリニック、パーソナルトレーニングジム、整骨院 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 アスレティックトレーナー 健康運動実践指導者 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  127 人 4人  3.1％ 



  

（中途退学の主な理由） 

 進路変更 目的意識喪失 人間関係 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 

 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
医療事務ビジネス科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 昼 1,700 

単位時間／単位 

2,055 

単位時間

/単位 

1,980 

単位時間

/単位 

1,350 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

5,385単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 31人 0人 4人 22人 26人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）本校では、学校としてのカリキュラムポリシーをベースに、学科単位のカリ

キュラムポリシーを設定している。このカリキュラムポリシーに基づき、年２回開催

される教育課程編成委員会を始め、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、教員

による実習巡回等を通して収集した業界の変化やニーズを考慮したうえで養成目的

と到達目標を設定し、カリキュラム編成を行っている。授業計画書はこれらを基に２

月末までに作成され、学校ホームページに掲載すると共に、当該科目第１回授業にて

担当教員より説明・周知している。授業計画書には、科目名、必須選択、授業形態、

総時間、年次、開講区分、授業の学習内容、到達目標、授業計画/内容、準備学修/

時間外学習、評価方法、受講生へのメッセージ、使用教科書/教材等が記載されてい

る。また、実務経験のある教員による授業については、その実務経験の内容とそれを

活用した教育内容についても記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）試験方法は、筆記試験、口頭試験、実技試験で行うが、科目によってはレポ

ートまたは課題の提出によって試験に変えることがある。成績評価は、各科目につい

て出席率、授業態度、試験の成績、レポート並びに課題の成績を総合的に勘案し、４

段階評価とする。評価はＡ／Ｂ／Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

Ａ：１００～８０点 Ｂ：７９～７０点 Ｃ：６９～６０点 Ｄ：５９～０点 

尚、以下のいずれかに該当する場合は、定期試験の受験資格を失う場合がある。①履



  

修すべき学科目のいずれかについて出席回数が３分の２未満の者。②平常授業内での

課題未提出が著しく多い者。③授業料その他学費の未納者。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１年次の合計修得単位が５７単位以上の者は進級することができる。また、２年次ま

での合計修得単位が１１４単位以上の者は、卒業することができる。 

学校長は前項の認定を行うために、学校長及び教務部長、学科長など学校長が指名し

た者より構成される進級判定会議、卒業判定会議を開催し、審査の上、判定する。 

このことは、学生便覧に記載し、学生へ周知している。 

学修支援等 

（概要）担任制を引いており、担任を中心に全教職員が一丸となって、一人ひとりの

状況に合わせて個別支援を徹底すると共に、保護者とも密に連携して学生支援に当た

っている。更に、補習・補講・個別指導を多く取り入れ、教科支援にも力を入れてい

る。また、キャリアセンターによる就職支援、滋慶トータルサポートセンター・慶生

会クリニック・慶生整骨院・慶生鍼灸院による健康支援、ファイナンシャルアドバイ

ザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支援、留年時の学費を免除する長

期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制度、国際交流 COMによる留学生支援

など、学校生活を成功させる為に、様々な側面で多岐に渡る支援を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 29人 

（100％） 

13人 

（44.8％） 

15人 

（51.7％） 

1人 

（3.4％） 

（主な就職、業界等） 

 病院 クリニック 歯科クリニック 調剤薬局 等 

（就職指導内容） 

キャリアセンタースタッフ及び担任を中心に、個別カウンセリングを実施し、求人開拓、

情報提供、履歴書指導、面接指導など一人ひとりの状況や希望に合わせた、きめの細か

い支援を実施している。また、就職セミナーや就職ガイダンス等を通して、職業観・勤

労観を醸成すると共に、就職活動に係る疑問・不安を解消し、安心して就職活動ができ

るよう支援を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 医療秘書技能検定２級・準１級 診療報酬請求事務能力検定 医事コンピュータ２級  

 電子カルテ 診療情報管理士 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  47 人 3人  6.4％ 



  

（中途退学の主な理由） 

 進路変更 目的意識喪失 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生サポートアンケートや授業アンケートなどの各種アンケート、担任等による定期

的な個別面談、ポートフォリオなどを活用して、学生一人ひとりの状況を正確に把握

し、早期に問題を発見し、適切な支援や対策を講じて中退防止に努めている。また、

補習・補講・個別指導を充実させることで学力不足による中退防止を図っている。更

に、ファイナンシャルアドバイザー・奨学金担当・事務局会計課による経済的相談支

援及び留年時の学費を免除する長期履修制度や学費分割納入制度などの経済支援制

度によって経済的理由での中退防止に努めている。加えて、進路変更を考える学生に

対しては、学園グループ姉妹校（８０校）への再入学・編入学を可能とする進路変更

制度で学生のニーズに応えて中退を防止している。 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

柔道整復科 400,000円 600,000 円 760,800 円  

救急救命公務員科 300,000 円 700,000 円 690,800 円  

鍼灸科 400,000 円 1,000,000円 655,800 円  

理学療法科 300,000円 700,000 円 570,800 円  

作業療法科 300,000円 700,000 円 570,800 円  

薬業科 100,000 円 590,000 円 400,800 円  

歯科衛生士科 200,000円 600,000 円 430,800 円  

看護科 200,000 円 600,000 円 640,800 円  

スポーツ科学科 100,000円 590,000 円 520,800 円  

医療事務ビジネス科 100,000 円 590,000 円 415,800 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

学校ホームページに掲載 

https://www.iken.ac.jp/school/public_info/index.html#shoolinfo09 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

自己点検・自己評価結果について学校職員以外の関係者による評価を行うため、学校関

係者評価委員会を置き、年１回以上委員会を開催する。評価委員会は、自己点検・自己

評価結果の客観性・透明性を高め、学校運営の改善を目的としている。委員会は、業界

代表（各学科に係る業界より１名 合計１０名）及び卒業生代表、地域代表、高等学校

代表、保護者代表の１４名で構成される。委員会では、自己点検・自己評価に基づき、

「教育理念・目的・育成人材像」「学校運営」「教育活動」「学修成果」「学生支援」

「教育環境」「学生の募集と受入れ」「財務」「法令等の遵守」「社会貢献・地域貢献」

について評価をして頂き、常務理事を始め、学校長、事務局長、教務部長、学科長等で

共有し、全スタッフに周知して、多岐に渡る学校運営の改善に努める。また、評価結果

はホームページで公開し、学校の利害関係者の学校運営への理解促進や連携協力による

学校運営の改善にも努める。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

公益社団法人福岡県柔道整復師会 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 

業界代表（柔道整復） 

医療法人三井会 神代病院 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
業界代表（救急救命） 

公益社団法人福岡県鍼灸マッサージ

師会 

平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
業界代表（鍼灸） 

医療法人せと山荘クリニック 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
業界代表（理学療法） 



  

医療法人誠和会 牟田病院 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
業界代表（作業療法） 

株式会社 サンドラッグ 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
業界代表（薬業） 

医療法人桜香あんざい歯科クリニッ

ク 

平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
業界代表（歯科衛生士） 

社会福祉法人恩賜財団 済生会支部

福岡県済生会八幡総合病院 

平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
業界代表（看護） 

九州スポーツクラブ協議会 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
業界代表（スポーツ） 

医療法人相生会 金隈病院 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
業界代表（医療事務） 

スポーツ科学科卒業生 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
卒業生代表 

博多校区大浜公民館 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
地域代表 

福岡県立光陵高等学校 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
高等学校代表 

理学療法士科在校生（３年）保護者 平成３１年４月１日～

令和２年３月３１日 
保護者代表 

学校関係者評価結果の公表方法 

学校ホームページに掲載 

https://www.iken.ac.jp/school/public_info/index.html#shoolinfo09 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.iken.ac.jp 

 


